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令和２年度 学校評価
教育目標「人間として立派であれ」 教育方針「未来を生き抜く力を育てる」

本年度の ・生徒の夢と希望を実現させるための効果的な学習指導を実現する、授業改善の推進

重点目標 ・進路情報の効果的な提供と共有化、及び進路行事の充実
・文武両道による生徒の全人格的な成長及び学校の活性化

・教育活動全体を通した、品位ある生活態度と社会性を備えた生徒の育成
・心身両面における自主的な健康管理能力の育成
・良き伝統の継承と教育活動の精選の両立による、職員の勤務状況の改善

項目(担当) 重点目標 具体的方策 評価結果と課題
‣80周年記念事業の充実 ・周年行事のスムーズな運営 80周年記念事業が来年度に変更となった。８月の中学生体

総 務 部 ・ＰＴＡ、同窓会、中学校との ・中学生体験入学、情報提供（学 験入学は中止となり、12月に規模を縮小して実施した。同
連携推進 校案内パンフレット）の充実 窓会総会も中止となった。新型コロナウイルス感染症対策

をして、できる範囲で関係者との連携推進をした。

・授業改善、授業力向上 ・授業見学と意見交換の推進 本校内だけでなく他校の授業見学にも多くの教員が参加し、研
教 務 部 ・授業評価アンケート、公開授業の 鑽を積むことができた。授業アンケートでは昨年度より詳細なデ

実施 ータを提供できた。
・自発的学習を通して「気づ ・面談指導の充実 面談を通して個々の状況に合わせた声掛けをすることがで

進路指導部 き」を促すエンカレッジ運動 ・自習教室の充実 きた。夏季休業短縮によって夏の特別講座は縮小せざるを

の推進とキャリア教育の充実 ・習熟度別、大学別講座の実施 得なかった。多くの３年生が自習教室を積極的に活用し、
自学自習に励んでいた。

・社会人基礎力及び自己指 ・自発的な委員会活動の推進 新たな試みとして、生徒会役員と教員とで校則について考える会

生徒指導部 導力の育成 ・継続的な校則の見直し を設け、生徒の主体性を高めさせることができた。いじめに関して
・いじめの早期発見、適 ・アンケート（年間２回）の実施 は、アンケート後の集計及び聴き取り調査を素早く行い、適切な

切な事案対処 ・いじめ対応の組織的な体制確立 対応をとることができた。
・相互理解と自己理解力の ・ＨＲ活動、行事、部活動、委員会 新入生歓迎会と西祭が中止となった。予餞会は例年の形で

特別活動部 育成 においての人材の育成とエンカレ はできず簡略化した形で行う。部発表会は密を避ける形で

ッジ運動の推進 実施できた。部活動は総体予選がほぼなくなり３年生には
残念なこととなった。

・心身両面における自主的 ・的確な健康情報の提供と指導 毎月保健だよりを発行し、健康情報を提供するとともに、
保健厚生部 な健康管理能力の育成 ・保健室来室者に対する「エンカレ 保健室来室者に対する指導や「エンカレッジ運動」の推進を行え

ッジ運動」の推進 た。

・教育相談活動の充実とエ ・早期発見・早期対応及び情報の 個々の生徒の情報や支援方法の共有化は行えたが、支援方
教育相談 ンカレッジ運動の推進 共有化による教育相談委員会の 法の検討まで至らない生徒もいた。教育相談室の環境整備

充実 や利用も進めることができた。スクールカウンセラーとの面談

・スクールカウンセラーの効果的な は毎回空き時間がなく、また、職員への研修会も時間がない中、
活用 充実したものとなり、効果的な活用を行えた。

・教員研修の連携と充実 ・ICT活用も含めた授業改善、先進 総合教育センター研修以外に本校独自の学級経営力向上研
図書研修部 ・充実した図書館活動の展 校への積極的な視察の推奨 修会を実施し、授業改善に積極的に取り組むことができた。

開を実施 ・生徒主体の委員会活動の推進、 ビブリオバトルや図書館便りの発行を通じて、充実した図

館内整備の推進と蔵書の充実 書館活動を展開することができた。
・課題研究の指導体制の強 ・課題研究委員会主催の課題研 ・課題研究教員研修会として、４月に転任者向けの研修を

ＳＳ事業部 化と研究レベルの向上 究の指導力向上研修を実施し、生 行い、転任者がスムーズに課題研究の指導に入れるように
・新仮説に基づいた評価法 徒の研究レベルを向上させる。 した。また、11月には愛知教育大学教授を招き、課題研究
の開発 ・第Ⅱ期ＳＳＨの仮説を検証できる の指導に関する講義をしていただいた。

・地域とのＳＳＨ成果共有の 客観的な評価法を開発する。 ・評価法は現在開発中である。
推進 ･ＳＳＨ成果発表会の際に協議 ・本年度は新型コロナウイルス感染拡大のため、協議会は

会を実施し、地域の中学高校と 実施できなかった。しかし、西三河地区物理・化学教育研

成果や課題を共有する。 究会を本校で実施し、他校教員に成果を示すことができた。
・基本的生活習慣の確立 ・面談や学習時間記録表などを ・学習時間記録表を毎日、面談を学期に１～２回行うこと

第１学年 通して、観察・助言する。 を通じて、主に学習法への助言を適切に行ってきた。
・基礎学力の充実と伸長 ・学習計画を立てるとともに、 ・定期考査や模試に向けた計画を具体的に立てさせた。学

考査毎に学習会を実施する。 習会は、質問する生徒が１教室を埋め尽くすほどであった。

・リーダーの育成 ・行事や集会などを活用し、自 ・11月実施のスポーツレクは、生徒が企画・運営を行った。
覚を持たせる。 晴天の下、工夫した競技をやり終えた姿が立派だった。

・生徒指導力の向上 ・学年のページを作成し、タイ ・学年のページの作成はできなかったが、担任会等で類型
ムリーな情報共有を行う。 選択に関することや、その時々の指導ポイントを共有した。

・生活習慣の確立 ・面談や学習時間記録表などを ・年間を通して面談や学習時間記録表の点検を実施し、生

第２学年 ・高い目標設定と実現に 活用して、注意深く観察する。 徒の状況把握を行うことができた。。
向けての支援 ・自己肯定感をもたせ、高い目 ・感染拡大防止で活動に制約が加わる中で、工夫して行事
・学校行事の活用 標設定ができるようにする。 を行い、自己肯定感がもてるように努めた。

・教員の教科指導力、進 ・修学旅行や80周年記念式典を ・修学旅行、学習合宿、80周年記念式典は中止となってい
路指導力向上 好機ととらえ、生徒の活躍の場 まった。代わりに、スポレク等で生徒の活躍する場面を設

を設ける。 けた。
・最高学年としての自覚 ・部活動や学校行事には最後ま ・多くの行事等がなくなったが、日々の生活を落ち着いて過ご

第３学年 と品位ある行動 で全力で取り組ませる。 すことができた。

・学力や進路希望に応じた ・授業や補習、学校行事、課題 ・多くの生徒が業後自習室や冬季登校学習、特別講座、添削指

きめ細かな指導 研究に意欲的に取り組ませる。 導等に積極的に参加することができた。

・高い目標設定と実現に向 ・面談や声かけを積極的に行い､ ・繰り返し担任面談を行うだけでなく、進路検討会や学年会等
けての支援 学年全体で情報共有を図る。 で情報を共有し、組織的に声掛けを行うことができた。

・本校の生徒の実態とニーズに合った授業改善の取組（ICT活用、グループワーク等の推進）

学校関係者評価を実施する主な評価項目 ・「エンカレッジ運動」、進路行事、学校祭等あらゆる取組及び行事に対する「小さな改善」
の継続的実践
上記について、授業アンケート（生徒対象）、公開授業アンケート（中学校教員対象）、学校

評価アンケート（保護者対象）等から成果を検証する。


